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「ステークホルダーとの 
対話・共創」、 
そして「社会感度の高い人材の育成」 
 
 
蓮見 「NEC 田んぼプロジェクト」をご
紹介いただきながら、デザインによるコト
づくりとはどういう可能性があるのか、皆

さんと一緒に考えてみたいと思います。 
 
松下 石岡市東田中地区でこのプロジェ
クトを始めたのは 2004 年です。 
頭で理解して心で実感する。土を触りな

がら実感し、本当に環境を大切にしたいと
いう心を育てたうえで、皆様に貢献できる
サービスを提供するための人材を育てる

ということで、このプロジェクトをはじめ
ました。 

 
 以前より NEC では環境経営の優先テ
ーマとして 7 つのマテリアリティを設定
していますが、この中で「ステークホルダ
ーとの対話・共創」、そして「社会感度の
高い人材の育成」をビジョンに据えていま



す。 
このプロジェクトはまさにこの２つに

合致しておりまして、石岡市さん、廣瀬さ
んと共創、対話をしながら 17 年間やって
まいりました。 
そして、荒廃した谷津田を再生していく、

そういった課題を解決していくためには、
まさに「社会感度」、現場で体験して心で
感じることが大切だなと思っております。 
また、100 年後にトキの野生復帰を目指

すという壮大なビジョンがございまして、
これにも感銘を受け、私たちもぜひ一緒に
という思いで取り組んでいます。 

 
  今は石岡市の他、牛久市にも田んぼを
借りしまして、霞ヶ浦の２つの支流の湧き
水が出るところで活動させていただいて
おります。それぞれの地域の皆さんにもご
協力いただきながら、基本的には社員と家
族が週末ボランティアで現地を訪れて、年
間を通じたイベントをさせていただきな
がら、地域との交流ということで酒作りな
どもしています。 

 
また、地元のお米で作ったお酒なんです

が、障害者の授産施設にお願いして、ラベ
ル貼りなどもしていただいています 
年間を通じたサスティナブルな活動と

いうことで、田植え、草取り、稲刈り、脱
穀、仕込みの神事をした後にお酒を作り、
春には新酒の蔵出し。多い時には 1 回の
イベントに 100 人ぐらいが高浜駅に降り

ます。 
 
 これらの活動を通じて、今まで田んぼに
いた生き物が戻ってきた、生き物がたくさ
ん増えた、中には絶滅危惧に指定されるよ
うな生き物、植物が出てきていると聞いて
おります。 
 
  NEC は IT 企業なのになぜお酒を作っ
ているのかとよく聞かれます。製造業であ
る NEC も「最後は人が携わってものを作
る」ということを社員や家族には分かって
欲しいとの思いで、田んぼで作業をさせて
いただいております。 
 
 昔ながらの農法・農機具を使ったり、神
事をしたり、地域に残っているいろいろな
お祭りを取り入れたり、いわゆる田んぼ作
業だけではなく、楽しみながら参加できる
活動をやってまいりました。 

100 年続けるプロジェクト、私自身も楽
しくなければ続けられないという思いが
ありましたので、環境教育を伝えるのでは
なく、自然に田んぼに入っていただいて、
環境に触れる、生き物に触れることがその
まま教育になっていると思っています。楽
しくてまた来たいと思ってもらえる活動
を継続していきたいと思っています。 
 
 
100年計画のモノづくり、 
コトづくりを 

子供たちにつないでいく 
 
 
蓮見 続けて廣瀬さんにお願いしたいと
思います。 
 
廣瀬 うちは日本酒を作っている造り酒
屋なんですが、本業を生かして、つまり酒
を作るだけで霞ケ浦の環境活動に携わる
ことができるということなので、こんなに
素晴らしい活動はないなあと思うんです
よね。 
きっかけは「NEC が作ったお米を持ち

込むので、それで日本酒を作れませんか」
ということでした。日本酒を作るだけなら
簡単に出来ますけれども、とお話をさせて
いただきました。 
そうして一緒にやることになったんで

すけれども、実際素晴らしい霞ケ浦の環境
活動にご一緒できていますし、NEC の社
員の方に毎年毎年来ていただいて、田植え
から稲刈りまで一生懸命に米を作ってる
ので、私もなんとかおいしいお酒を作って、
いろいろな方にこの環境活動を知ってい
ただきたいなと、お酒を通じて協力できれ
ばなと思っています。 

 
そういうコトづくり・モノづくりを私も

一緒に活動させていただいて、今年で 17
年目なんですが、100 年計画ですので、私
の息子と娘が引き継いでくれるかどうか
は分かりませんが、娘が 10 歳の「二分の
一成人式」のとき、「お父さんの後を継い
で日本酒を作る」と言ってくれたので、す
ごく嬉しかったんですけれども、そういう
ふうに子供につないで酒造りも続けてい
ければ、霞ヶ浦にトキが帰ってくることも
実現できるんじゃないかなと思っていま
す。 
 
 
それぞれの地域の中にあるものを生かし
て 
地域が儲かる仕組みを作ることが「地域振
興策」 
 
 
蓮見 根本さん、今日は石岡市の副市長と
いうことでいらしているんですが、このプ
ロジェクトに関して何をお感じになった
かということと、根本さんは石岡市で積極
的にサイクリングの振興をされています



が、その件についてもお話を聞かせていた
だきたいと思います。 
 
根本 私が石岡市に来たのは 2 年前なん
ですけれども、すごく新鮮な発見をした、
という印象があります。 
実は茨城県が対外的にアピールしてい

る地域資源の筑波山と日本第二の湖・霞ヶ
浦ですが、古い言い方ですが「領地」とし
て持ってる自治体は石岡市だけなんです
ね。ちょっとすごいインパクトのある発見
でした。 
 
その石岡市の地で、今回の「NEC 田ん

ぼ作りのプロジェクト」は 17 年間も続い
ているという。またまたびっくりしました。 
当然、田んぼ作りを廣瀬商店さんがやっ

ていられるということは、以前から知って
はいました。すごいことやってらっしゃる
なと思っていましたけれども、それがもう
17 年も続いているとのこと、改めてびっ
くりしました。 
何がすごいかと言うと、単なる体験交流

だけではない。お話を聞いていますと、そ
こに学びと創造が加わっている。そういう
プロジェクトなんだなということが説明
を聞いて改めてよくわかりました。 
 
茨城県は自転車政策にここ数年間力を

入れて行ってきました。ニュースでご承知
かも知れませんが、国土交通省が認定しま
したナショナルサイクルルートに「しまな
み海道サイクリングロード」、琵琶湖を一
周する「ビワイチ」に並んで、「つくば霞
ヶ浦りんりんロード」が選ばれました。政
策に携わった一人としてはものすごく嬉
しい。 
実はこの自転車政策にも廣瀬商店さん

がやってらっし
ゃるような活動
が活かせるじゃ
ないかなと思っ
ておりまして、県
とのタイアップ
として、自転車と
お酒と宿泊を組
み合わせたもの
をやってみよう
ということで、モ
ニターツアーを
実施することに
なっています。 

廣瀬商店さんに参加していただいて実
施するんですけれども、県が発想したのは
「お酒を飲んだら自転車に乗れない。その
タブーを覆してみよう」と、酒＋（プラス）
ライドということでひらがなで「しゅぷら
いど」というツアーを初めて今回やります
（※新型コロナウイルス感染拡大予防の
ため中止）。石岡下エリアの中でやられる
ことなので、石岡市としても少しでも協力
し合って行こうと思っています。 

 
いろいろなことを考えていく中で、それ

ぞれの地域の中にあるものを生かして地
域が儲かる仕組みを作ることが「地域振興
策」だと自分では勝手に思ってるんですが、
これから外向けの発信をどんどんやって
いきながら地域経済が発展できる仕組み
を考えていければなと思っております。 
 
 
みんなが幸せになる 
「循環型のプログラム」を 
考えなければならない時代 
 
 
蓮見 今の話を聞いて、桐山さんどうでし
ょうか。 
 
桐山 田んぼを再生することによってお
米が取れる。そして、それを日本酒に変え
て行くという活動がありました。富山には
岩瀬という場所があって、そこには桝田酒
造という酒蔵があります。ここは岩瀬にア
ーティストたちをたくさん集めているん
です。アーティストと酒造メーカーとで新
しい文化、独自の世界観を作り出していま
す。 
 

蓮見 酒というのは今日的産業課題の縮
図のような気がするんですね。どういうこ
とかと言いますと、白菊さんもそうだと思
うんですが、高度経済成長・高度消費社会
の中で、お酒は薄利多売の競争に追い込ま
れました。そうなりますと、酒蔵はお酒を
作る「工場」になってしまって、作ったお
酒を問屋さんに卸したら終わりという、そ
ういう商売だったんですよね。消費者がど
んな思いでどんなふうにお酒を飲んでる
のかは関係なくなってしまった。大袈裟に
言うとそんなような状態だったと思うん
です。 
 
それが今、だんだん変わってきた。高度

経済成長の消費社会で一巡して、これから
社会を再構築していかなければいけない
なと。物がいっぱいあっても人が幸せにな
れない。一緒に考えていかなければいけな
い時代になったかなと思うんですね。 

 
そういう中でNECさんとコラボレーシ

ョンする機会に恵まれまして、 話を聞い
ていると皆が win-win で幸せになって
いる。酒蔵にも生きがいが生まれて、お嬢
さんが酒蔵を継いでもいいよと言ったり。
田んぼには虫やカエル、トキまで帰ってく
るかも知れない。 

NEC さんとしても、社員の環境教育、
そういう中で働く人たちのある種の充実
感が生み出せるし、会社の CSR、社会貢
献も高まり、みんながうまくいく「循環型
のプログラム」ができたんじゃないかなと
思います。 

 
そういうデザインというのはどういう

形で生まれるんだろうかと不思議です。富
山は桐山さんが旗振りをされた。 NECさ
んでも将来的な発展を予想されていたの
かどうなのか、そうしたところを聞かせて
ください。 
 
 
小さな想いが 
パートナーシップを生み 
共鳴しながら大きなプロジェクトに育つ
「時間軸」に注目 
 
 
松下 当時プロジェクトを立ち上げてい
た部長は、「人間最後は土に還る。土に触
れることで環境に貢献できる気持ちを育



てたい」という思いがあったと聞いていま
す。 
だったら畑でも山でもいいんじゃない

かとパートナーをいろいろ探していた中
で出会ったのは、本当に偶然にも人づてで
出会いがあったそうです。お互いに自分た
ちのやりたい思いがあって、常に情報を収
集してるタイミングで出会いがあったと
思います。 
 
蓮見 こういうスケジュールでこういう
ものを作るんだというスタンスではなく、
「何とかしたい」という小さな想いが生ま
れ、いろんな人に相談する中で小さなパー
トナーシップが生まれ、それが共鳴しなが
ら、すごく大きなプロジェクトに育ってい
ったという「時間軸」みたいなものがある
のかなと思うんです。 
 
 モノづくりの時代と言われる高度経済
成長期というのは、すごく単発的に短期的
にどんどんいろんな種類のものを作って
いくということがありました。その中で
「育てる」ということがあまり着目されな
くなっていったということがあったんじ
ゃないかなと思うんです。 
今、そうではなく、消費されるものでは

なくて、「育つもの」「生き物」のようなモ
ノづくりが生まれてきたのではないかな
と思います。そういう意味では桐山さんの
デザインもプロジェクトも長命と言いま
すか、長生きですよね。時間かかります。 
 
桐山 かかります。ある意味忍耐が必要で
すよね。 
かっこいい話ばかりではなく、例えばお

米の話で言えば、日本の自給率は 36%し
かなくて、われわれは今豊かな生活をして
いるけれども明日はどうなるかわからな
い、裏返せば非常にか細い状況がたくさん
あるわけです。そこをしっかり取り組まな
ければならない。松下さんがおっしゃった
「社会感度の高い人材を育てる」というこ
とは、とても重要だと思うんです。そこに
デザインコンシャス、デザインに対するセ
ンス、理解というものがあればさらに良い
ものができます。 

 
やっぱり日本という国が置かれている

状況というものは、そこをどう変えていく
のかということを視野の中に入れながら、
さまざまなプロデュースをしていかなけ

ればいけないというのが私たちの立場で
して、しかし一人でやれるかというと、そ
うではなく、いかに持続的なサスティナブ
ルな社会を作るかということになれば、そ
こには多くの人や若い世代にどんどん参
画してもらい、新たなプラットフォーム、
スキームを作っていかなければいけない
なと。 
 
 
社会感覚を高めながら 
社会のため、将来のために 
仕事をする 
 
 
蓮見 デザインというのは商品に連なっ
ていた部分が多かったと思うんですね。 
時計メーカーのデザインに勤めた学生

がいたんですけど、辞めたんですよね。何
で辞めたんですかと聞くと、「先生、 1 日
１つデザインしなければいけないんです、
時計を」と。「だから１か月に 20 個以上
デザインしなければいけない。もうやって
られない。耐えられません」と。 
極端な例ですが、そういったものもあっ

た中で、やはりこれからのデザインという
のはじっくりと腰を据えて本質的なもの
をしっかりと取り組んでいくというスタ
ンスが必要なんじゃないかと。 
仕事としてそういったものができると

いうこともあるでしょうけども、仕事とは
別でもう一本じっくりと社会感覚を高め
ながら社会のためになる、将来のためにや
っていく、そういう流れも必要なんじゃな
いかなと思います。 

 
そういった中で、15 周年を迎えたいば

らきデザインセレクションも、もっともっ
と成長させなければいけないなと思いま
す。これからの行政の政策というのもです
ね、単発のものを次々やるのではなく、息
の長い、じっくりと腰を据えるものが必要
なんじゃないかなと。 
 
霞ヶ浦沿岸に住んでる人は意外に湖に

愛着がない。でも、サイクリングで来てく
れた人が「ああ綺麗だね」「大きいね」と
言ってくれて、ちょっと嬉しいということ
があって。地域が誇りに思うものを作って
いく、磨き上げていく、そういう政策が必
要なんじゃないかと思うんですね。それに
ついてはどうでしょうか。 

 
根本 地域振興とは、その地域にあるもの
をうまく見つけ出し、それを生かして最終
的には地域が儲かる仕組みを作ること。そ
れが究極の地域振興じゃないかなと思っ
てやってきたつもりです。そこには行政の
継続性というものが絶対に必要なんです。 
 
蓮見 今日はこれからのデザイン界を背
負って立つ若い皆さんがいっぱいいらっ
しゃいますので、最後にちょっとだけ言わ
せていただきたいんですが、「モノづくり
からコトづくり」というのは、「モノづく
りがもうダメなんでコトづくりだ、という
ことではない」ということは最後にぜひと
もお伝えしたい。 
桐山さんのお話の中でも出てきました

が、モノづくりというものとても神聖な、
人にしかできない仕事です。一つの小さな
モノに命をかけてしっかり作り込んでい
くということは、とても神聖な仕事だと思
うんですね。ただ、モノを作って終わって
しまうということではなく、モノの背後に
ある人の考えとか生活の様子だとか社会
の姿とかそういったものを思い描きなが
らモノづくりをしていくということがと
ても大事なことなんだと。モノづくりで終
わらないっていうことをこれからみんな
で考えていこうと。 
そして、モノづくりで終わらない時間軸

を持ったコトづくりということを対象に
しながら進めていきたいなと思っていま
す。 

（2020.2.12） 


